
んをこの場所で待ち続けてくれていると思います」と読
み上げられました。
　続いて元青森放送社員の長谷川孝典氏が当時像建立前
に製作した番組について説明。彫刻家・田村進氏が記念
碑製作までの道のり、おもしろい秘話などを交えながら
「太宰作品のすごさをもっと知って欲しい」と出席者に
伝えました。その後参加者たちは２人の像に設置された
献花台に、２人が好きだったひまわりとカーネーション
を捧げました。
　セレモニー終了後は昼食会が開かれ、当時タケさんが
運動会で用意したメニューを現代風に再現した「タケ」
弁当を楽しみました。

　10月８日㈬で小説「津軽」の像が建立25周年を迎え
たため、建立当時の関係者が出席し、像がある再会公園
で「建立25周年祭」を開催しました。
　プロローグとして、研究者であり初代の記念館館長で
もある柳澤良知氏が像の建立までの経緯を説明。続いて
越野タケさんの孫である越野由美子さんが小説「津軽」
の碑文を朗読しました。
　主催者の加藤教育長が「今日はゆかりのある人がたく
さん来てくれてありがたい」とあいさつ。続いて小野町
長が「これからもたくさんの方の来場を祈る」と祝辞を
述べました。さらに太宰長女の津島園子氏からもお祝い
のメッセージが届き、「タケさんはいつまでも、みなさ
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小説「津軽」の像
建立25周年祭建立関係者が集う


